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◇
実

施
日

 
平

成
２

６
年

１
０

月
２

６
日

(
日

)
～

２
７

日
(
月

)
 

 

◇
参

加
者

 
今

野
孝

祐
、

椎
木

 
尭

、
川

島
 

功
 

 
３

名
。

 

 

椎
木

氏
か

ら
1
0
/
2
6
行

仙
宿

に
宿

泊
す

る
が

、
接

待
無

用
と

の
メ

ー
ル

 

連
絡

が
あ

っ
た

。
宮

城
県

岩
沼

市
の

今
野

・
羽

黒
山

行
者

、
広

島
県

広
島

 

市
・
櫻

本
坊

所
属

(
不

得
度

)
椎

木
行

者
が

、
遠

路
か

ら
抖

擻
行

に
来

ら
れ

 

る
事

か
ら

、
行

仙
宿

に
支

援
・

懇
談

に
行

こ
う

か
思

案
し

て
い

た
。

 

昨
日

、
新

ハ
イ

キ
ン

グ
ク

ラ
ブ

が
、

持
経

宿
で

昨
年

事
故

死
さ

れ
た

方
 

の
追

悼
式

が
執

り
行

わ
れ

、
持

経
宿

～
熊

野
本

宮
縦

走
班

は
、

一
旦

下
山

 

し
て

本
日

早
朝

よ
り

縦
走

す
る

た
め

に
、

池
郷

林
道

ゲ
ー

ト
を

通
過

す
る

 

た
め

に
ゲ

ー
ト

の
合

鍵
が

必
要

で
あ

り
、
合

鍵
を

中
野

リ
ー

ダ
ー

に
預

け
、
 

行
仙

宿
で

返
し

て
貰

う
事

に
し

て
行

仙
宿

に
行

く
事

に
し

た
。

 

 
行

仙
宿

に
９

時
前

に
登

る
。

行
仙

宿
で

新
ハ

イ
キ

ン
グ

一
行

に
コ

ー
 

ヒ
ー

で
休

憩
し

て
頂

く
た

め
、

コ
ー

ヒ
ー

茶
碗

１
４

名
分

用
意

し
、

お
湯

 

を
沸

し
沸

い
た

時
点

で
、

予
想

よ
り

早
く

中
野

リ
ー

ダ
ー

以
下

１
１

名
が

 

着
か

れ
合

鍵
を

返
し

て
貰

う
。

十
津

川
温

泉
宿

で
は

３
時

前
に

起
き

た
と

 

の
事

。
持

経
宿

に
宿

泊
す

れ
ば

良
か

っ
た

の
に

・
・

・
。

 
 

ゆ
っ

く
り

休
憩

さ
れ

、
９

時
４

０
分

笠
捨

山
へ

向
わ

れ
、

「
ま

た
南

奥
 

駈
道

を
歩

い
て

下
さ

い
」

と
握

手
で

見
送

る
。

 

水
汲

み
に

下
り

る
。
段

差
を

補
修

す
る

必
要

が
あ

る
所

が
３

箇
所

あ
る

。
 

水
汲

み
後

、
先

日
ロ

ケ
ッ

ト
ス

ト
ー

ブ
の

内
筒

煙
突

に
穴

が
開

き
、

パ
 

ー
ラ

イ
ト

断
熱

材
が

囲
炉

裏
に

こ
ぼ

れ
落

ち
た

。
穴

の
開

い
た

箇
所

に
煙

 

突
材

で
塞

ご
う

と
外

側
の

ド
ラ

ム
缶

を
持

ち
上

げ
て

外
し

、
内

筒
及

び
鉄

 

板
部

を
持

上
げ

る
と

真
下

に
断

熱
材

が
多

量
落

ち
て

い
る

。
ひ

っ
く

り
返

 

し
を

断
熱

材
抜

い
て

調
べ

る
と

、
下

部
鉄

板
も
劣
化

し
内
藤
周

り
が
大

き
 

く
隙
間

が
出

来
て

い
る

。
鉄

板
の

穴
を

塞
ぐ

材
料

を
探

す
と

ス
テ

ン
レ

ス
 

の
板

の
残

材
が
運

良
く

あ
り

、
煙

突
径

よ
り
小

さ
く
金
切
鋏

で
切

り
鉄

板
 

の
穴

を
塞
ぎ

、
穴

の
開

い
た

内
筒

は
使

用
済

煙
突

に
替
え

、
断

熱
材

を
周

 

り
に
充
填

し
た

。
試

し
焚

き
を

す
る

と
首
尾

よ
く
燃
え

、
応
急
的
な

修
理

 

で
あ

る
が
使

用
出

来
る
様

に
な

っ
た

。
 

昼
食

後
、

水
場
径

の
３

箇
所

の
段

差
補

修
。
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
刃

の
目
立

 

て
。
工
具
箱

の
整
理

。
先
般

、
皮
剥
ぎ

し
た
丸
太

材
の
寸
検

を
す

る
が

、
 

一
人

で
は
積
替
え

が
出

来
ず

本
数

の
み

調
べ

る
と
５

２
本

あ
っ

た
。

 

１
７

時
頃

よ
り
霧

が
出

て
来

る
。

１
８

時
前

に
坂

を
下

っ
て

く
る
足
音

 

と
明

か
り

を
捜

す
が

見
え
な

い
。

 

四
足

抜
き

の
お

で
ん

を
食

べ
始

め
る

と
ヘ

ッ
ド

ラ
ン
プ

を
付

け
た
人

が
 

宿
内

に
来

ら
れ

る
。

「
椎

木
さ
ん
！

」
と
声

を
か

け
る

と
川

島
氏

か
と
ビ

 

ッ
ク

リ
さ

れ
る

。
行

者
堂

で
勤

行
後

、
水

汲
み

と
言

わ
れ

た
が

、
霧
も

か
 

か
り

、
水
も

十
分

あ
り

着
替
え

て
頂

き
、
白
装
束

は
ス

ト
ー

ブ
の
周

り
に

 

吊
す

。
修
理

し
た

ス
ト

ー
ブ

は
、

以
前

と
変

わ
ら
ず

煙
も
出
ず
暖

か
い

。
 

 
 

 
 

 

 
 

 
新

ハ
イ

キ
ン

グ
の

方
々

 
 

お
で

ん
で

楽
し

く
懇

談
！

 

行
者
堂

の
お
供
え
柿

は
、
千
乗
院

の
２
５

０
年
生

の
ご
神

木
的
な
甘
柿

 

で
、
吉

開
師

か
ら

送
っ

て
頂

き
、

先
般

行
事

参
加

者
に

分
け

た
時

の
柿
な

 



の
で

、
福

に
預

か
る
様

に
召

し
上

が
っ

て
貰

う
。

 

お
で
ん

・
チ

ン
ゲ

ン
サ

イ
の
胡
麻
和
え

、
里
芋

(
八
つ
頭

)
の
茎

の
甘
酢

 

漬
け

を
囲

み
懇
親

懇
談

す
る

。
２

１
時
半

前
に
就
寝

。
夜

中
に
稲
光

と
雷

 

そ
し

て
雨
音

に
寝
づ

ら
い

。
 

 

朝
方

に
は

、
雨

が
止
む

が
や
や
濃

い
濃
霧

に
覆

わ
れ

て
い

る
。

 

ば
ら
寿
司

、
夕
食

の
残

り
、

イ
ン

ス
タ

ン
ト
味
噌
汁

で
朝
食

。
 

未
使

用
の
佐
藤

の
ご

は
ん

と
レ

ト
ル

ト
カ
レ

ー
は

、
非
常
食

の
ケ

ー
ス

 

に
追

加
さ
せ

て
頂

く
。

 

勤
行

後
、

６
時

１
０

分
や
や
濃

い
霧

の
中

を
出
立

さ
れ

る
。

 

 
後
片
付

け
と
室

内
掃
除

、
戸
締

り
確
認

。
荷

上
げ

し
た
衣
装

缶
の
利

用
 

に
よ

り
１
斗

缶
が
余

り
、

持
経

宿
・

平
治

宿
で
使

用
の

た
め

２
缶

下
す

。
 

国
道

４
２
５
号
線

の
時
間
帯

通
行
制
限

が
あ

り
、

朝
の

通
行
可
能

時
間

 

内
に

通
過

す
る

た
め

に
早
々

に
下

山
す

る
。

 

尚
、
椎

木
さ
ん

は
、
南

奥
駈

道
抖

擻
行

の
寄
稿

を
後

日
し

て
頂

く
こ

と
に

 

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 
 

 
出

立
準

備
！

 
 

 
 

 
 

行
者

堂
で

勤
行

後
濃

霧
の

中
の

出
立

 

 

 
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 
１
０

１
０

１
０

１
０
月月 月月
２
６

２
６

２
６

２
６
日日 日日

( 日日 日日
) 
晴

後
曇

り
・
夕

方
山
霧
発
生

・
夜
半
雷

と
雨

 

鵜
殿

6:40
→

8:00
行

仙
宿

登
山
口

8:10
→

8:50
行

仙
宿

。
新

ハ
イ

キ
ン

グ

ク
ラ

ブ
・
コ

ー
ヒ

ー
接

待
(9:15

～
9;40)。

午
前

中
；
水

汲
み
・
ロ

ケ
ッ

ト

ス
ト

ー
ブ

修
復

。
午

後
；

水
場
径

の
木
製

段
差

３
段

補
修

。
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
刃
目
立

て
・
工
具
箱
整
理

・
10/18

～
19

の
皮
剥
ぎ
丸
太

材
数

調
査

。
 

椎
木
･
今

野
行

者
；

行
仙

宿
18:00

着
。
就
寝

21:20
。

 
 
１
０

１
０

１
０

１
０
月月 月月
２
７

２
７

２
７

２
７
日日 日日

( はは はは
、、 、、
月月 月月

)     
や
や
濃
霧

、
小
雨

の
ち
曇

り
 

 
起
床

5:00
。

椎
木

・
今

野
行

者
出
発

6:10
。

 
川

島
；

行
仙

宿
6:55
→

7:20
行

仙
宿

登
山

7:25
→

9:00
鵜
殿

。
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川

島
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